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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

はじめに
Google では、生い立ちやバックグラウンドにかかわ
らず、誰もが質の高い学習を受ける権利があると考
えています。 

今日、教室や自宅をはじめ、どこにいても学べる機
会を得られることが、かつてないほど重要になって
います。

世界的規模の差し迫った問題や加速する技術革新
などによって社会が発展するにつれて、学びの内容
や方法も進化していくでしょう。具体的には、世界規
模の問題に取り組み、生涯にわたって学び続けるた
めの新しい考え方やスキルセットが必要になると考
えられます。また、よりパーソナライズされた学習環
境を幅広く提供することで、指導・学習方法が改善
され、学習ツールや学習者の成長をより効果的に
評価する方法が開発されるといった進化も起こる
でしょう。これらは教育者、生徒、家族の目標を最大
限にサポートすることを目的としています。 

激変する未来に向けて、教育の役割はどうあるべ
きでしょうか？そして、教育はどのような形になるで
しょうか？Google はこの問いに答えるために、調
査パートナーの Canvas8 と共同で、24 か国を対象
として国際調査を実施しました。この調査では、94 
名の教育専門家によるインサイト、2 年分の査読済
み学術文献、教育分野のメディア記事の分析をま
とめています。また、世界規模の非営利団体である 
American Institutes for Research が、この調査のア

ドバイザーとコンサルタントの役割を担いました。そし
て調査の結果を、教育の未来をテーマにした 3 部構成
のレポートにまとめました。

本レポートは、「パート 3: 学びのエコシステムを再考
する」です。 

マズローの欲求階層説のように、教育のニーズにも
段階があることを、Google は認識しています。未来に
向けた取り組みに着手できる余裕のある教育者やリ
ーダーがいる一方で、生徒の出席状況や読み書き能
力といった目先の問題の対応に追われているという
方々もいらっしゃいます。この状況を踏まえると、教育
の未来を形作るのはたった 1 つの変化の波ではなく、
複雑で多様性のあるプロセスだと考えられます。また 
Google は、教育の役割に関する考え方も市場間や
市場内で大きく異なることを認識しています。したがっ
て、未来について包括的あるいは画一的な見方を提
示する考えはありません。

この調査により、教育の未来を示すトレンドについて
共通理解を得る一助となれば幸いです。さらに、すべ
ての学習者と教育関係者の成功を手助けできるよう 
Google が一緒になって取り組める内容について、アイ
デアや議論が生まれることも願っています。 

皆様のお力添えに感謝を申し上げます。

Shantanu Sinha
Google for Education 
バイス プレジデント
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エグゼクティブ サマリー

教育の未来はどのようなものになるのでしょ
うか。Google がインタビューした専門家が語
ったのは、データを活用することで指導、学習、
生徒の学習状況の評価に関する判断を支援
し、学習者を中心に置いた教育エコシステム
を再考するというビジョンでした。 

このレポートに示されている見解や意見は各専門家自身によるもので、
必ずしもその専門家が所属する団体、機関、組織の見解や立場を反映す
るものではありません。

エグゼクティブ サマリー
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調査で明らかになった、教
育に変化をもたらす要因
となっている 3 つの主要ト
レンド

トレンド  1

学習環境を
アップグレードする 
デジタル インフラへの投資により、テク
ノロジー、教授法、物理的なスペースを
融合した新しい学習環境のビジョンの
実現を促進します。

トレンド  2

データの力で教育者
を支援する 
データやインサイトへのアクセスが向
上すれば、教育者はどのツールや指導
方法が最も効果的かを判断しやすくな
ります。

トレンド  3

生徒の成長を
再評価する 
もっと有意義な方法で生徒の進捗状況
を把握し、その成長を促進したいという
需要の高まりが、より速く、より公平で、よ
り効果的な評価方法への移行を後押し
しています。

エグゼクティブ サマリー



トレンド

1
学習環境を
アップグレードする 
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デジタル インフラへの投資により、テクノロジ
ー、教授法、物理的なスペースを融合した新し
い学習環境のビジョンの実現を促進します。

06 トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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未来の学校とは
どのようなものか 
何世紀にもわたり、教育は教室、講堂、学校、大学キャ
ンパスといった物理的なスペースに合わせて編成さ
れてきました。そして、この数百年の間に教育システム
が大きく変わったにもかかわらず、こうした現場のデ
ザインはほとんど変化してきませんでした。しかし、近
年になってその状況が変わりつつあります。

この 10 年間で、「生徒の学習環境が、生徒の受ける教
育の質において重大な役割を果たす」という、多くの
人が直感的に理解していた内容を指摘する研究が複
数出てきています。実際に、すべての条件を平等にした
うえで、学習のために最適化された教室（照明、レイア
ウト、デザインなどの要素を考慮）で生徒に授業を行
った場合、年間で生徒の成長に最大 16% も貢献でき
る可能性があります1。こうした知見を受けて、教育者

は学びを生み出す方法、場所、タイミングを最適化す
るうえで環境が果たす役割について見直しています。

テクノロジーは、学習環境を最適化する新しい方法
を教育者にもたらし、これまでになかった複数の教
育モデルを実現させてきました。たとえば反転学習
は、中等教育や高等教育でますます一般的になって
います2,3。過去には教室で行っていた授業を、テクノ
ロジーを使って教室外で取り組む宿題に転換するこ
とで、物理的な教室に集まる時間を、問題解決やグル
ープでの討議などの「アクティブ ラーニングの学習体
験」に教師が再配分できるようになっています。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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新しい学習形態

1 ハイブリッド授業 
対面型授業に出席している生徒と、リ
モートで授業に参加している生徒の両
者が存在する授業形態4。

2 ブレンド型学習 
対面型、バーチャル、リモートでの指
導を全生徒が組み合わせて受けられ
る学習形態5。

3 反転授業 
生徒が自宅で（読み物や動画などから）
知識を習得し、授業の場で問題解決に
取り組む授業形態（ブレンド型学習の一
種）6。

4 ハイフレックス型学習 
ハイブリッド授業やブレンド型学習へ
の参加方式を生徒が選択できる学習
形態7。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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これらすべての学習形態は、それぞれ微妙に異なって
いるものの、「テクノロジーによって、今までにない有意
義な方法で学習環境を最適化し、その質を高めること
ができる」という確信で一致しています。各国政府の過
去 20 年にわたるデジタル インフラへの投資により、こ
うした学習を実現できるようになりました。多くの学校
が、かつてないほど多くのデバイス、広い帯域幅、新し
いソフトウェア システムを利用できるようになったので

す8。OECD 加盟国では、中等教育レベルで「1 人 1 台
端末」がほぼ実現しています9。自宅や学校で使えるデ
バイスやインターネット回線の品質については国ごと
にまちまちですが、情報格差は縮小を続けており、これ
までになかったタイプの学習環境が花開く新たな機会
が生まれています10。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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Google – 教育の未来

“「既成概念にとらわれずに考え、極めて複雑な課題を解
決する画期的な方法を見つけ出せる創造性に富んだ人材
を、私たちの世界は必要としています。生徒が 1 日 8 時間
椅子に座って静かにしているような学校では、そうした人
材を育成できません。 

Svenia Busson 氏 
European Edtech Alliance 共同創設者、フランス

新型コロナウイルス感染症の世界的流行は、おそらく
歴史上で最大のリモート学習の実証実験となりました。 
ピーク時には、16 億人の生徒が物理的に学校に登校で
きなかったのです。その状況が浮き彫りにしたのは、教
育の未来におけるデジタル テクノロジーの重要性と、
物理的な交流スペースの中で実際に「対面する」ことが
いかに大切か、ということでした11。

この知見でも示されているとおり、専門家たちは、未
来の重要な鍵が「ブレンド型学習」にあると考えてい
ます。オンライン専門の教育サービス企業が物理的
なスペースの構築に投資するようになったことによ
って、こうした流れが強化されつつあります。実際、世
界で 2 番目に大きなオンライン教育市場を誇るイン
ドでは、すでにこれが現実のものとなっています。教
育テクノロジー大手の Byju はオンラインのみでサー
ビスを開始しましたが、この 2～3 年で 80 か所の物
理的なラーニング センターを新設し、今後は 500 か
所以上に増やしていく計画です12。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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Google – 教育の未来

未来の学習環境がいかなるものであっても、その成功の
鍵となるのは、テクノロジーの有意義な活用方法と、その
ために必要な前提条件です。テクノロジーが急速に変化
していることを考えると、継続的にトレーニングを受けら
れることが重要になります。しかし、情報通信技術（ICT）
の使い方の正式なトレーニングを受けた教師の割合
は、OECD 加盟国で 56% に留まっています。さらに、トレ
ーニングを受講しても、指導目的で ICT を利用する準備
が整ったと感じている教師はわずか 43% です13。トレー
ニング以外にも、特定のニーズとテクノロジーをマッチン

グするシステムや、十分な財源の確保といった重要
なポイントを忘れてはなりません。適切な条件が整
わなければ、単に投資して学校のノートパソコンや
タブレットを増やしただけでは逆に生徒の成績にマ
イナスの影響を与え得ることも、研究で明らかになっ
ています14。

こうした条件の整備は不可欠であり、未来の学習環
境は各学校の状況に合わせて違ったものになると
教育専門家は考えています。つまり、単一の学習環境
という普遍的なモデルから移行し、資金調達、リーダ
ーシップ、トレーニング、そして管理者や教師、生徒の
ための継続的なサポートといった各学校の特徴を前
面に出すことができるようになるのです。未来の学習環境がいかな

るものであっても、その成
功の鍵となるのは、テクノ
ロジーの有意義な活用方
法と、そのために必要な前
提条件です。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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“ 「教室の中で学ぶだけでなく、この世界
を学びの場にする機会を生徒に与えまし
ょう。教室の壁を取り払うのです。教室の
外で学ぶ機会を持つことで、私たちは都
市空間における学習についてのアイデア
を模索できます。また、生徒と文化的な
関係のある内容を取り入れて、環境と学
習への関心を両方同時に生徒に持たせ
ることができます。 

Keishia Thorpe 氏 
2021 年 Global Teacher Prize 受賞者、英語学習サクセスコーチ、米国

Google – 教育の未来トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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Google – 教育の未来

実行されているアイデア | オーストラリア

学習環境を再設計する

オーストラリアのカーティン大学は、スペースのあり方を一新してブレンド型学習や
ハイブリッド授業を円滑に行えるようにするという、野心的な戦略に取り組んでき
ました。50 以上の昔ながらの教室や講堂を転用して、座席の移動が自由でカメラ
やスクリーンなどのさまざまなハードウェアが揃った、共同作業に対応した学習ス
ペースを整備しました。中央管理されたソフトウェアによって、教師は自らの要件に
合ったスペースを予約することができるうえ、すべての講義が録画・アップロードさ
れるため、生徒は 24 時間いつでも講義にアクセスできます。大学の講座の約 83% 
で、生徒がオンラインで教材を予習してから対面型授業を受ける反転学習のアプロ
ーチが使用されています15。 

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 米国

都市を学びのハブとして
再構築する
世界各国の都市のネットワークが、バス停、スーパー、公園といった公共のスペー
スを再生し、小さな子どもたちの学習体験を促そうとしています。Playful Learning 

Landscapes は、大規模な都市計画や都市政策の中に教育を持ち込むことを目的
に活動しています。たとえばシカゴでは、コインランドリーがインタラクティブな遊び
のスペースに変わり、形や模様について子どもが保護者と話を始めるよう促します。
衣服の仕分けも、数学の学習に変えてしまいます。こうした仕掛けが、保護者と子ど
もの間で言葉、読み書き、STEM に関わるやりとりが増えるなどの成果向上につな
がることが、エビデンスによって示唆されています16。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 英国

マルチプラットフォームの
学習環境を構築する 
英国のデンビー高校は、テクノロジーの導入に関して国際的な称賛を受け、国際連
合からも評価されています。評価を受けたのは、同校のデバイスの種類を問わない
マルチプラットフォームの学習環境で、テクノロジーを活用して革新的で魅力的な
授業が提供されています。 

Google のツールが学校全体に展開されており、たとえば Google サイトを使えば
教師がベスト プラクティスを簡単に紹介できます。また Google Classroom は共有
レッスンの作成やオンライン評価の改善に、Google フォームは生徒、教師向けのト
レーニングや能力開発のニーズを探る定期アンケートを実施する際に利用されて
います。同校の多くの生徒がテクノロジーの利用が限られる低所得世帯の出身とい
うこともあり、導入するテクノロジーをあらゆる人が利用できるよう、ツールの導入
前に教師や生徒のニーズ、教師向けのトレーニングを監査するといった対策を学校
側で講じました17。

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする
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Google – 教育の未来トレンド 1: 学習環境をアップグレードする

実行されているアイデア | 米国

共感力を養う学習環境づくり

High Tech High は、サンディエゴの市民リーダーや教育者の連合体として発足
し、2000 年に開設されました。1 校の小規模なチャーター スクールから 16 校の
チャーター スクールの組織的なネットワークへと発展し、4 か所のキャンパスで約 
6,350 名の義務教育課程の生徒に教育を提供しています。 

生徒のあるプロジェクトでは、「テクノロジーは、障がいを持つ人の経済的、社会的
機会をいかに拡大できるのか」というテーマを探求しました。障がい者ゲーマーを
支援する非営利団体の AbleGamers が紹介され、生徒たちは、両腕を使わずに作
業したり、あらゆる方向の文字を鏡越しに読んだりするといった、共感形成を目的
とした障害のシミュレーションに挑戦しました。そして、ゲーミング PC やノートパソ
コンに接続した Xbox のアダプティブ コントローラや Arduino のボードを使って、
実際に利用できるコントローラ デバイスを生徒が設計、開発しました。このデバイス
は、舌、脚、腕をはじめとして、障害に適応するために必要なあらゆるものを使って
ゲームを遊べるというものです18。
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トレンド 1: 学習環境をアップグレードする

Google の
視点
学習環境をアップグレードする

Google は、生徒や教育者が個人の可能性を追求でき
るように支援するにあたり、そのプロセスが人によって
異なる可能性があることを認識しています。同様に、学
習環境をアップグレードするプロセスも、学校ごとに
異なる可能性があります。そのプロセスの進捗段階を
問わず、学校の学習環境の最適化をお手伝いすること
が、Google の目標です。そのため、学校ごとのニーズに
合わせて調整でき、補完的なサービスとの統合にも対
応した、シンプルで柔軟性の高いソリューションをご提
供しています。 
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学校に適切なツールが導入され、効率的な学習環境の
運用支援トレーニングが実施されたとき、現状の限界を
押し拡げる実現可能なアイデアが教師や教育機関のリ
ーダーの間に生まれる様子を、Google は直接目にして
きました。たとえば、642 校の学校と 2 万 5,000 人の教
師、そして 35 万人以上の生徒を抱えるシカゴ公立学区
では、IT デバイスを教室での指導に組み込むことを検討
していました。同学区は Chromebook を選定し、数年の
期間をかけて 30 万台のデバイスを配備しました。テク
ノロジーを利用することで、教室での指導と学区レベル
で教育を支え、変革をもたらすという期待が込められて

いたのです。Chromebook と Google Workspace を導
入した結果、同学区では、授業計画作成に取り組む教
師に自由な発想が生まれるようになりました。また、テ
クノロジーを活用して学習環境を改善する方法につい
て、教師間でさらに検討を進めるきっかけも生まれま
した。システム面でも、Chromebook は学区内のデバイ
ス管理の一元化に寄与しています。1 人の IT 管理者が
管理コンソール上でボタンをクリックするだけで、学区
内の全デバイスを管理することが可能になりました。 

https://edu.google.com/why-google/customer-stories/chicago-public-schools/?modal_active=none
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

トレンド 1: 学習環境をアップグレードする

学校、学区、州、あるいは国のレベルで学習環境をア
ップグレードするという意思決定は複雑なものである
一方で、導入するソリューションは可能な限りシンプ
ルであるべきだと Google は考えます。それが、デバイ
スの手動登録に代わるゼロタッチ登録などの機能を
開発した理由です。ゼロタッチ登録機能を使うと、学校
での Chromebook の大規模な管理、配備を簡単に行
うことができます。また、学校が古いデバイスを更新し
て動作を改善し、効果的な指導や学習を提供できるよ
う、ChromeOS Flex も開発しました。ChromeOS Flex 
は、高速で安全、かつ管理しやすいクラウド ファーストの
オペレーティング システムで、Mac やパソコンにインスト
ールして利用できます。柔軟で利用しやすい学習環境づ
くりを後押しする Google Meet などのツールを使えば、
四方の壁に囲まれた教室にとらわれないコラボレーシ
ョンをシンプルに実現できます。 

Google は協働的な学習環境を促進するため、Google 
TV で Chromebook デバイスを選択できる新しいモード
のキャスト モデレーターを開発しました。教育者と生徒
がアクセスコードを使ってクラスで Chromebook 画面
をワイヤレスで共有できるため、同じ教室にいる人たち
だけにキャストを通じて画面を表示できます。生徒と教
育者がクラスの全員と画面を共有できる機会を作ること
で、学習教材や生徒のプロジェクトといったコンテンツ
を共有、議論でき、称賛を生み出せる学習環境の創出に
貢献できると Google は信じています。 

Google は、コラボ
レーションを実現で
きる柔軟で利用しや
すい学習環境づくり
を後押しします。

https://support.google.com/chrome/a/answer/10130175?hl=en
https://edu.google.com/intl/ALL_us/chromebooks/chrome-os-flex/
https://edu.google.com/intl/ALL_us/workspace-for-education/meet/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/theanywhereschool-overview/
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来トレンド 1: 学習環境をアップグレードする

学習環境の変化と進化によって、教師、生徒、ひいては社会の喫緊の
ニーズに対応することが可能であるという事実を、私たちはこの 2
～3 年間で目の当たりにしてきました。教師が生徒に最適な学習環
境の構築に取り組む中、Google が目指しているのは、教育の場が学
校、自宅、あるいはそれ以外のどんな場所であっても、シンプルで安
全性と柔軟性に優れたツールを誰もが使えるようにすることです。 





トレンド

2
データの力で
教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

データやインサイトへのアクセスが向上すれば、教
育者はどのツールや指導方法が最も効果的かを判
断しやすくなります。

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

データは学びを変える新たなインサイト
をいかに明らかにするのか
過去数十年間、研究者は有効な指導とそうでない指
導を区別するために、指導方法の効果測定に取り組
んできました。こうした取り組みがなければ、教師は、
教育効果を高めるために有望な他のアイデアに気づ
かず、従来の教育方針に依存していたことでしょう19。
質の高いデータを使い、エビデンスに裏付けられたリ
ソースを利用しやすくなることで、どの指導方法やツ
ールが実際に生徒の学習成果に寄与するのかを教
師、学校運営者、政策担当者が詳しく把握でき、自信
を持って取り入れられるようになります20。

「エビデンスに基づく教育」とも呼ばれるこの運動
は現在加速しており、その背景には、電子書籍化や
デジタル プラットフォームによって教育者がベスト 
プラクティスをすぐ簡単に発見、共有できるように
なったことがあります21。一方、政府は効果的な教
育プログラムに求められるエビデンスの厳格な基
準を定めようとしています。米国で 2015 年に成立
した「すべての生徒が成功する法」（Every Student 
Succeeds Act、ESSA）で概要が示されたように、米
国内の学区が連邦補助金や奨励金の大部分を使用
するためには、「エビデンスに基づく介入」を選択す
ることが求められています22。 

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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教育テクノロジーの教室への導入が進む現在、生徒
や教師が違いを生み出すうえで、こうしたツールに
どれほどの効果があるのかという点に注目が高まっ
ています。ただし、この情報は入手が難しい場合が
あります。たとえば、米国の各学区で使用されている
デジタルツールは月平均で 1,417 個。教育テクノロ
ジーの効果に関する豊富な情報を利用できると感
じている教師、校長、学校管理者の割合は、全体の 
3 分の 1 を下回っています23,24。 

これは、教育テクノロジーのツールの効果に関するエビ
デンスを収集、分析する作業が歴史的に高額かつ複雑
で、多くの教育テクノロジー事業者にとって高い参入障
壁となってきたことが原因です。そのため、教育テクノロ
ジーの介入による効果は導入先の学校の状況に左右
されることが多いにもかかわらず、教育者はたびたび
個人の評判やクチコミを基に判断を下してきました25。

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

“「教育テクノロジーのプラットフォームやサービ
スで、リアルタイム、もしくはほぼリアルタイムの
データにアクセスできる機能は、研究者にとって
データの宝庫となるはずです … 教育分野全体
に刺激を与えてくれることでしょう。

Verna Lalbeharie 氏 
EdTech Hub エグゼクティブ ディレクター、グローバル

教育分野の研究者は、この状況に対応しようとエビデ
ンスの専用データバンクを立ち上げ、さまざまな教育
テクノロジーの介入に関する先行研究の知見を収集
しています。たとえば米国では、研究者、教育者、業界
代表者と政策担当者が EdTech Evidence Exchange 
Platform を合同で作成しています。これは、さまざまな
状況下で多種多様な教育テクノロジーのツールの効
果を評価できる、共通のフレームワークです。教育者は
このフレームワークを利用して、導入先の学校や学区
など、特定の状況におけるさまざまな教育テクノロジ
ーの介入効果の程度を文書化できます。また、他の教
育者はその情報から類似した状況下での介入効果を
知ることができます26。また、米国発の LearnPlatform 
など、教育テクノロジー事業者がエビデンスを教育者
に証明しやすくなるデジタルツールやプラットフォーム
も登場しています。このタイプの第三者検証は、教育テ
クノロジー事業者が他社と差別化し、展開中の新しい
アイデアやツールを教育者にわかりやすく紹介する際
に有用です27。 

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来トレンド 2: データの力で教育者を支援する

生徒に適した教育テクノロジーの介入を選定する学
校の支援に向けた、国単位の取り組みも進んでいま
す。英国教育省は、品質要件を満たすサプライヤーを
見つけるための指針を公開するとともに、委託調査
を実施して教育におけるテクノロジーのエビデンス
の基礎を確立しました28。

もちろん、学習者を教える方法を決める際に影響す
る要素は、エビデンスだけではありません。教育を科
学に単純化することは、あってはならないことです。

教師に対して、変わり続ける研究にわずか一晩で馴染
むよう求めることもできません。新しい教授法の利用
拡大には、労力と時間が必要です29。それでも、教育テ
クノロジーの効果についての新しい情報の力で、教師
と政策担当者がデータに基づいて独立した判断を下
せるようになります。その結果、学習者によりよい未来
をもたらし、教師はタスクに最適なツールを自身の判
断で利用できるようになります。 
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来トレンド 2: データの力で教育者を支援する

“ 「私が長年主張してきた意見の一
つが、歴史的に見て多くの教育が
しっかりとしたエビデンスに基づい
ていないということです … 一般的
に教室内で推奨されていた指導方
法がこのエビデンスと本当に一致
するのかどうか、皆がどんどん疑
問を投げかけるようになっていま
す。

Daisy Christodoulou 氏 
No More Marking 教育ディレクター、3 冊の教育関連書籍『Teachers vs Tech』、『Making Good Progress』、

『7 つの神話との決別 ― 21 世紀の教育に向けたイングランドからの提言』の著者、英国

28
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 米国

教育テクノロジーの
サービスけ認証
Digital Promise は、学習者一人ひとりの可能性を拡げようと世界規模で取り組む
非営利団体です。活動の一環として教育者と学校管理者が教育テクノロジーのサー
ビス品質を評価、比較できるよう支援しており、教育テクノロジーのサービスが特定
の指標を満たしていることを証明する、強みに基づいた研究重視型のサービス認証
を提供しています30。認証を受けたサービスのウェブサイトでは、デジタルバッジと
認証情報を表示できます。 

たとえば、教師が生徒の参加を促すために設計した形成的評価ツールの Pear 

Deck は、Digital Promise から「研究に基づいたデザイン認証」と「学習者の多様性
に対応したサービス認証」の 2 種類の認証を取得しています31。この評価は、サービ
スが厳格な研究と評価を経て、学習者のニーズ支援に求められる明確な基準を満
たしていることを教育者、学校管理者、家族に示すシグナルとして機能します。

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 米国

サービスとしてのエビデンス
教育テクノロジーの有効性評価システムの LearnPlatform は、新しいサブスクリプ
ション型のサービスモデルを発表しました。このモデルは、ESSA のエビデンス要件
に沿って教育プログラムの効果を測定する教育テクノロジー事業者を支援すること
を目指しています。ESSA には 4 階層のエビデンス要件があり、第 4 層が理論的根
拠の明示、第 3 層が有望なエビデンス、第 2 層が中程度のエビデンス、第 1 層が強
力なエビデンスです。 

LearnPlatform は、生徒への効果の測定、公平性の評価、データ プライバシー関連
法への対応といった必要な手続きをユーザーに案内することで、教育プログラムの
効果測定を後押ししています。教育テクノロジーのツールを手頃な価格で迅速に確
認できるようになることで、教育者は選択の幅が広がり、ソリューション導入後の成
功に確信を持てるようになります32。

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | グローバル

リアルタイムの政策決定にデータ
を活用する
世界銀行が 2019 年に立ち上げた Global Education Policy Dashboard は、収集し
たデータを利用して低所得国と中所得国の政府が教室レベルでの現状を詳しく把
握することで、国レベルでの政策決定もリアルタイムで下せるようになることを目指
すものです33。 

ダッシュボードでは、指導、学校運営、備品とインフラ、学習者側の準備という学校レ
ベルでの教育の 4 つの主要な要素を測定することで、現行の学校および教育制度
とエビデンスが示唆する大幅な学習改善のための施策とのギャップが明らかにさ
れます。また、政府が課題を解消するために、優先順位の設定や進捗確認に役立つ
ツールも提供しています。このダッシュボードはまだ開発の初期段階にあり、現時点
で 4 国の教育制度のデータに対応し、2024 年後半に対象国が追加される予定とな
っていますが、政策立案に有益な情報をリアルタイムで提供するというデータの新
たな活用方法を示しています。

トレンド 2: データの力で教育者を支援する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google の
視点
データの力で教育者を支援する

テクノロジーの教育への統合が進むにつれて、私た
ちが生み出すデータもこれまで以上に増えていきま
す。このデータを意思決定の判断材料として活用す
ることで、教育者は、教室に導入しているのが最良
の教育テクノロジーで、指導の充実と向上に最大限
の効果を発揮していると実感することができます。 

トレンド 2: データの力で教育者を支援する



パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

テクノロジーが教育と学びにもたらす影響を測定す
るには、さまざまな関係者が持つデータや情報を基
にした複雑できめ細かなプロセスを必要とします。ま
た、テクノロジーが指導に及ぼす影響を測定するプ
ロセスも、一筋縄ではいきません。現在、教師のテクノ
ロジーの活用度など、テクノロジーの導入効果を測
るフレームワークは存在します。しかし、効果的にテ
クノロジーを利用することによる指導へのプラスの
影響の有無や、影響の程度を評価するとなると難しく
なります。Google は、さまざまな業界とのコラボレー
ションを通じて、テクノロジーの効果的な活用による
指導効果を教育リーダーが測定できるよう取り組ん
でいます。同時に、指導の改善をサポートするという 
Google の取り組みを評価するシステムも、社内で開
発を進めています。データを利用することで、指導と
学びにとって唯一の「最善」なアプローチを標準化す
るのではなく、テクノロジーの効果的な活用が指導に

もたらす効果を詳しく把握できる有用な分析情報を
シンプルな形で教育者に提供することが、Google の
目標です。 

そのための取り組みの一つが、データを活用した指
導のサポート、つまり、生徒別の指導を行いニーズに
うまく対応するために必要な情報を、教師が利用でき
るようにすることです。たとえば、シカゴのあるチャー
ター スクールの運営組織は、Google のデータ可視
化ツールである Looker Studio (旧: データポータル)
を導入して、組織内のパーソナライズされた学習目標
への到達を支援しています。生徒の学習状況をリアル
タイムでモニタリングでき、成績、教室での行動、社会
性と情動の学習（SEL）に関するデータに基づいた分
析情報で教師をサポートします。また、Google スプレ
ッドシートなどの内部情報のデータを外部公開のデ
ータセットと組み合わせれば、教師は学校間の傾向
を分析して授業計画を修正しやすくなります。この組
織では、Looker Studio (旧: データポータル)を利用す
ることで生徒の成長に対する理解が深まり、指導の
新たな可能性を実現できました。

https://edu.google.com/intl/ALL_us/why-google/customer-stories/chicago-charter-school/
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

Google – 教育の未来

大量のデータを精査する方法を考えるのは、時に
大変です。特に教育者や教育リーダーが時間に追
われている場合にはなおさらです。Google は、イン
サイトを重視したツールを Google Workspace for 
Education の高度なエディションに直接組み込むこ
とで、このプロセスを簡素化することを目指していま
す。たとえば、Google Classroom の演習セット（本
稿執筆時点でベータ版）を利用すれば、生徒の学習
状況の概要と、課題の成績の傾向に関する自動の
分析情報を教師が確認でき、個々の生徒に応じた指
導の実践に役立てられます。生徒の参加状況を分
析するため、教育者が Gmail と Google Classroom 
のログのエクスポート機能を利用して、Google の

フルマネージドのデータ分析用ウェアハウスである 
BigQuery にデータをエクスポートできるようになりま
した。システム運用リーダーが監査ログを使って、管理
コンソール、デバイス、ログインに加えてカレンダーや
ドライブといった Google Workspace のアプリなど、さ
まざまな統合ツールにおける個人のアクティビティや
使用統計のまとめを分析できます。さらに、BigQuery 
でアクティビティ レポートと組織で利用している他
のアプリの使用状況データを組み合わせ、Google 
Workspace アクティビティ上で高度な検索を実行する
ことも可能です。

トレンド 2: データの力で教育者を支援する

https://edu.google.com/intl/ALL_jp/workspace-for-education/editions/compare-editions/
https://edu.google.com/intl/ALL_jp/workspace-for-education/editions/compare-editions/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/theanywhereschool-classroom/
https://cloud.google.com/bigquery
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学習、行動、態度に効果を及ぼす機能を意図的に設
計することが、Google の製品開発プロセスの中核
にあります。それを示す一例が、初等教育課程の生
徒のために Google が AI を活用して開発したアプ
リの Read Along です。このアプリは音声認識とテキ
スト読み上げのテクノロジーを利用し、子どもがア
プリ内で読書アシスタントの Diya の助けを借りな
がら読み上げを習得できるよう支援します。低価格
のスマートフォン上でオフラインでも動作するため、
このアプリの主な対象である子どもたちもアクセス
可能です。Google は Read Along の効果を評価する
ため、Sattva Consulting と共同で 5 段階の調査を
インドの 7 州で行いました。その結果、Read Along 
アプリの利用を通じて、初学者の朗読力のレベルが
統計的に有意な形で向上したことがわかりました。
加えて、保護者も Read Along が子どもの自信に好
ましい影響を与えていることを認識していました。 

学習、行動、態度に効
果を及ぼす機能を意
図的に設計すること
が、Google の製品開
発プロセスの中核にあ
ります。 

トレンド 2: データの力で教育者を支援する

https://www.sattva.co.in/wp-content/uploads/2020/09/Sattva_Google_Read-Along-IA-Report.pdf


パート 3: 学びのエコシステムを再考する

私たちがかつてないほど大量のデータを生み出すようになった今、
選定する教育テクノロジーから教室内外でのテクノロジーの利用方
法、利用する場面、利用の対象者までも、情報に基づいて判断できる
可能性が生まれています。Google は、教育者がエビデンスに基づい
たより良い決定を下すためにデータを使用することで、教育と学習が
より各生徒に合った有意義なものであると感じられるようになり、教
師の指導を向上させることができると信じています。さまざまな要素
が絡む分野ではありますが、Google は今後数年間でこの分野に一
層力を入れて取り組んでいく予定です。 





トレンド

3
生徒の成長を
再評価する
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Google – 教育の未来

もっと有意義な方法で生徒の進捗状況を把握
し、その成長を促進したいという需要の高まり
が、より速く、より公平で、より効果的な評価方
法への移行を後押ししています。

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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Google – 教育の未来

評価方法の未来を形作るのはどんな
イノベーションか
評価は、生徒の人生の歩みの中で重大な役割を果た
します。生徒につけられた成績は、自身の学業をこな
す能力への信頼にはじまり、高等教育やその先のキャ
リアへと進んでいく力に至るまで、あらゆる事柄に影
響を与えます34。試験もまた、学校や教師が学力向上
に関する責任を果たすための重要な手段となってい
ます35。しかしほとんどの評価方法では、非常に狭い
範囲の基準に沿った、ある時点の状況しか測ることが
できないのが現状です。 

多くの教育者は、このシステムでは生徒の能力や可能
性の一部しか把握できず、生徒が学び達成したことの
全体像を捉えることができないと考えています36。 
さらに、学年末に行われる従来型の一律的な評価方
法は、情報を暗記、再現する能力ばかりを過剰に重視
しており、生徒のさまざまな教育ニーズに着目する代
わりに彼らを「テストの受験者」にする役目を教師に
強いているとも言われています37。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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Google – 教育の未来

“ 教育機関においてマイクロクレデンシャ
ルがもっと身近になれば、学びの内容、方
法、時期に対する学習者の主体性も大き
く高まるでしょう。 

Andreas Schleicher 氏 
経済協力開発機構（OECD）教育スキル局長、
兼事務総長教育政策特別顧問 

生徒の視点から見ると、比重が大きい学年末評価に対
する不安は、成績向上を妨げ、生徒の能力を覆い隠し
てしまいかねません。特に経済的に不利な状況にある
生徒は、試験環境でストレスレベルの上昇を経験して
いることがわかっています38。また、評価方法の設計自
体に問題があると、成績の差を拡げてしまう可能性も
あります。ある研究によると、テストの形式のみで、男女
別の読解と数学の正答率の格差の 25% を説明できる
ことが明らかになっています39。

教育者は、より公平な未来を実現するために評価手法
の設計と実施方法を見直しており、これからも成長した
いという学習者の意欲を引き出せるよう、生徒の現状
の学習状況を評価してフィードバックを提供する方法
を模索しています。また、生徒全員を一つの評価やテス
トの点数に当てはめるのではなく、生徒それぞれの強
みや能力に光を当てて、個々の達成状況をより正確に
反映できる指標を見出す手法の開発にも取り組んでい
ます。 

評価制度全体に関わるこうした種類の変更は、進捗が
遅く大規模な実行が難しいことが多いですが、世界各
国の教育制度はこの方向に動き出しつつあります。たと
えば、フランスのバカロレアと呼ばれる中等教育の卒
業試験では、1 回きりの学年末試験以外の評価も組み
入れる改革が進行しています。現在、生徒の最終成績
に占める学年末試験の結果の割合は 60% で、残りの 
40% は通年の評価によって決定されます40。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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Google – 教育の未来

加えて全米では、学年、年齢、出席などの要素よりも
内容の理解度に基づいて生徒の達成状況を測ること
に着目する「習熟度に基づく評価」が、成績基準の評
価に代わるアプローチとして勢いを増しています。実
際の利用方法はクラスによってさまざまですが、その
根本にあるアイデアは、生徒が学習教材を使って自
分のペースで学習を進められるようにして、与えられ
た単元に習熟してから新しい教材を配布するという
ものです。この手法には、学習状況を頻繁に評価して
改善が必要な分野を特定し、学びを一つのプロセス
として考えるよう生徒に促すことも含まれます41。

Competency Collaborative と呼ばれる集団によって
体系化されたこの習熟度に基づくアプローチは、小
規模ながら影響力を拡げつつあり、ニューヨーク市

では、75 校を超える学校がこの取り組みを導入して
います。初期分析では、このアプローチが将来性を示
す指標である卒業率と大学進学準備率を高め、機会
格差の解消に効果を発揮することが示されています
42。しかし、こうした評価体系や評価のために必要な
個別化された学習プログラムを設計、導入するのは、
教育者にとって複雑で時間がかかる作業です。今後の
イノベーションのために、このアプローチを大規模に
応用する方法を明確化することが重要な課題となっ
ています43。

その根本にあるアイデアは、
生徒が学習教材を使って自
分のペースで学習を進めら
れるようにして、生徒が与え
られたトピックに習熟してか
ら新しい教材を配布するこ
とです。

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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テクノロジーは、これまでとは違った方法で生徒の成
長を評価することにも貢献しています。各学校に導入
されつつあるデジタルバッジ制度は、従来の評価方法
と併用されることも多くあります。生徒はボーイスカウ
トのバッジのように、特定の分野で自身の能力を証明
することでバッジを獲得します。分野は学業でも課外
活動でもかまいません。たとえば文章力のバッジを獲
得するために、生徒は執筆プロジェクトのポートフォ
リオを作成するでしょう。こうしたバッジはクラウドベ
ースのデジタル ポートフォリオに収集、保存され、もう
ひとつの成績証明書として機能します。生徒はこのシ
ステムによって自身の学習の証を集められるようにな
り、現時点での自身の成長度合いを詳しく理解できる
ようになります44。 

より広い見地から言えば、生徒の評価方法を変容させ
る大きな変化の一つが、評価項目とカリキュラムのグロ
ーバリゼーションです。国や地域の間で、評価項目が急
速に似てきています。先進国に関しては、各国の評価項
目が国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）、国際読書
力調査（PIRLS）、生徒の学習到達度調査（PISA）といっ
た国際評価のフレームワークに由来している可能性が
考えられます45。発展途上国では、グローバル習熟度フ
レームワーク（Global Proficiency Framework、GPF）の
内容が存在感を増しています46。こうしたフレームワー
クは、世界各国の評価項目基準（学生が何を習得し、で
きるようになっているべきか）を総合的にまとめている
ためカリキュラム改革の基準点として機能し、ひいては
生徒の評価項目に影響を与えます。経済的競争力を高
める手段として、グローバルな評価項目基準や類似し
た評価方法を利用する国が増えています。

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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Google – 教育の未来

間違いなく好ましい変化がこの分野で起きています。し
かし、よりよい評価の新しいあり方に向けたこの動き
は、学校、教師、保護者、試験委員会、政策担当者が共
に取り組むときにはじめて実現できます。社会にとって

「価値があること」の定義と測定の両方を行える評価
が成立するのであれば、評価のあり方を変えることは
教育のためだけに重要なのではなく、あらゆる人のた
めに重要になります。

“ 私たちはテストの平均点を基にして学校
の教育方針のあらゆる意思決定を行って
きましたが、実際のところ、テストの平均
点を見ても学生が何を学んでいるのかあ
まりわかりません。テストは学習を促すよ
うには設計されておらず、結局は指導の
時間が取られてしまいます。

Elaine Allensworth 氏 
シカゴ大学 Lewis-Sebring Consortium ディレクター、米国

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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パート 3: 学びのエコシステムを再考する

“ 多くの学習者が、測定対象にはな
っていない能力を持っています。私
たちは日頃から成績の優劣につ
いて子どもに話していますが、そ
れは人生で大切な物事のごくごく
狭い範囲を基準とした判断にすぎ
ず、保護者はそのことに不満を感
じています。

Claire Boonstra 氏 
Operation Education 創設者、オランダ 

45 トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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実行されているアイデア | オーストラリア

高等教育への
新たな進学方法
シドニー工科大学の U@Uni Academy プログラムは、生徒の能力の評価方法を多
様化することで、経済的に不利な地区にある提携校出身の生徒が高等教育に進学
できるようにするというものです。高等教育機関への入学のためにオーストラリア全
国で利用されてきた Australian Tertiary Admission Rank（ATAR）成績評価制度47 

の枠組みにとどまらないアプローチを志向しています。進学希望者は ATAR の代わ
りに、キャンパスでの活動や学校でのメンタリング、指導を組み合わせた 2 年間のプ
ログラムに参加できます。

プログラムを修了し、協調性、創造性、批判的思考などのスキルを証明した学生は、
その学校に進学します。2019 年の設置以来、同プログラムは従来の進学方法では
入学資格を得るのが難しかった生徒に対して、大学教育の門戸を広げています48。

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 米国

共通テストを生徒主導のアクティブ 
ラーニングに置き換える
New York Performance-based Assessment Consortium は、ニューヨーク州で 3 
万人近くの生徒を擁する 38 校の学校の連合体で、全国的に認知されている「パフォ
ーマンス評価」制度を従来の共通評価に代わって採用しています。 

プロジェクト、レポート、実技、実験、体験活動などの形で知識を証明できる生徒
に、学校が認定資格を授与します。この方法はパフォーマンスに基づく評価タスク

（Performance-based Assessment Tasks、PBAT）として知られ、公民権運動につい
て書いたレポートや「水槽の体積が金魚の成長に及ぼす影響」の調査レポートなど、
生徒は自身が選んだトピックを基に外部評価されます。連合体に所属する学校では、
ニューヨーク市内の他の公立校よりも生徒の大学進学率が高くなっています49。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する



48

パート 3: 学びのエコシステムを再考する
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実行されているアイデア | 米国

デジタルの成績証明書を活用
する試み
Mastery Transcript Consortium は、米国の公立、私立学校のネットワークで、現在
その規模を拡大しています。同ネットワークは各学習者の強み、スキル、コンピテン
シーを可視化した、高校のデジタル成績証明書の導入を進めています50。この成績
証明書では、従来型の学業成績証明書に記載される成績に代わって、生徒のスキ
ルのポートフォリオをきめ細かく確認できます。ポートフォリオには「リーダーシップ
のスキル」や「文章力」、または「科学実験の計画」に秀でている、といった分野を含
むことも可能です。 

成績に基づく伝統的な評価制度に代わる存在としてデジタル成績証明書が機能す
ることで、生徒は高等教育機関への進学や就職の際に説明するプロジェクト、達成
内容、興味関心、能力を選択できるようになっています。あらゆるバックグラウンド
の学習者に合わせられるよう設計されており、大学進学から就労まで、高校卒業後
のさまざまな進路で生徒をサポートします。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する
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Google の
視点 
生徒の成長を再評価
する

生徒の評価手法の設計と実施方法を見直すプロセ
スは複雑です。測定すべきスキルや行動特性の種類
に加えて、それらを大規模かつ効果的に測定できる
方法についてのコンセンサスが必要になります。ど
んな能力を測定対象とするのかを決定することは、
現在、そして未来において特に有用と考えられるス
キルセットをめぐる、さらに広範な議論の一部です。
そうしたスキルについては、本調査のパート 1 で分
量を割いて論じています。このセクションでは、教育
者が生徒の成績をより正確で大規模に評価し対応
できるよう支援するために Google が開発している
ツールに焦点を当てます。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する

https://services.google.com/fh/files/misc/v3_15112022_foe_pdf1.pdf
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Google – 教育の未来

Google が掲げる目標の一つは、生徒に合わせた教
育を行えるよう教育者をサポートし、生徒個人の学習
ニーズに対応できるようにすることです。たとえば教
育現場を視察すると、Google の AI を活用したインタ
ラクティブな課題管理ツールである演習セット（本稿
執筆時点でベータ版）を、多くの教師が利用している
のを目にします。教師は演習セットで速やかに評価を
済ませ、クラスの生徒が新しい概念をどの程度理解
しているかを把握し、その結果に応じて指導をカスタ
マイズできます。生徒も、演習セットを利用することで
フィードバックやチューターのようなサポートをすぐ
に受けられます。自動採点機能を使うと、教師が個人
の成績とクラス全体の成績の分析情報を迅速かつ簡
単に確認でき、その情報を次回の授業計画や評価の
検討材料として活用できます。通常、こうした学習の
ループが完了するまでには、数週間から数か月かか

るでしょう。AI によって、以前にはあり得なかったスピ
ードと規模で生徒のニーズを評価し、対応することが
可能になっています。 

Google Classroom には、生徒の学習状況を迅速に
評価できるよう教師をサポートするツールが複数組
み込まれており、どの分野や生徒に時間を割く必要
があるか判断できます。教師は Classroom で課題
を作成し、提出された課題にコメントを残したり、生
徒の課題に直接書き込んだりしてフィードバックを
返すことができます。また、Classroom は、フィードバ
ックのプロセスの効率改善を支援するため、教師が
よく使用するフィードバックをパーソナライズされた
コメントバンクに自動で保存します。さらに、教師が 
Classroom モバイルアプリを使って生徒の提出物に
メモや図形描画を追加することも可能です。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する

https://blog.google/outreach-initiatives/education/theanywhereschool-classroom/
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採点の一貫性と透明性を確保できるよう、教師は自身の
ルーブリックを設定できます。これを利用すると、生徒の
提出物の横に表示されるルーブリックの評価基準の説明
を見ながら課題を採点し、個々の生徒に合わせたフィー
ドバックを残せます。また Classroom で作成したテスト付
きの課題や Google フォームを使って自作したクイズを 
Classroom 内で採点することも可能です。

ただ、この取り組みを Google だけで進めるのは難しく、
そのため、IXL、Nearpod、Formative、Kahoot！、Pear Deck
などのパートナーと協力しています。そして教育者がそう
いった人気のEdtechツールのコンテンツを検索、追加、使
用し、採点に使えるように Classroom 用アドオンを提供し
ています。どのパートナーと協力して、広く利用されている
教育テクノロジーのツールのコンテンツを教師が発見、追
加、利用、評価できる Classroom のアドオンを提供してい
るのはそのためです。教育者が形成的評価に対応してい
る複数のアドオンを使って、生徒の成績をリアルタイムで
確認でき、またシンプルで柔軟性の高い学習状況評価ツ
ールを利用できるようにすることを目指しています。これに
より、生徒が評価を受けて教師のフィードバックをもらうま
での時間を短縮することも目指し、生徒は改善が必要な
箇所をすぐに理解でき、教師は重点を置くべき分野を把握
できます。 

トレンド 3: 生徒の成長を再評価する

https://support.google.com/edu/classroom/answer/9335069?hl=ja&co=GENIE.Platform%3DDesktop#:~:text=In%20Classroom%2C%20you%20can%20create,when%20you%20return%20their%20assignments.
https://support.google.com/edu/classroom/answer/9095575?hl=ja
https://support.google.com/edu/classroom/answer/9095575?hl=ja
https://edu.google.com/intl/ALL_us/for-educators/product-guides/forms/?modal_active=none
https://blog.google/outreach-initiatives/education/classroom-add-ons/
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リーダーや教育者が、生徒の成長をいかに定義して測定し、生徒へ
のフィードバックを一人ひとりに合った実行性あるものにできるのか
を見直しているなかで、AI を活用したテクノロジーにはこの領域で
果たすべき大きな役割があると、Google は信じています。AI の力に
より、教師は生徒の学習状況をすぐに評価でき、生徒にその場でフィ
ードバックを提供できるようになるため、幅広い現場で学びのループ
が速く完了します。この領域は成立してからまだ日が浅く、イノベー
ションの余地にあふれています。Google の取り組みは、今始まった
ばかりです。
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世界中の誰もが世界のあらゆることを学べるよ
うにするという Google の目標について詳しく

は、learning.google をご覧ください。 

http://learning.google/
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用語集

ブレンド型学習 
対面型、バーチャル、リモートでの指導を全生徒
が組み合わせて受けられる学習形態51。

エビデンスに基づく教育（「エビデンスに
基づく指導」、「エビデンスに基づく実践」、

「エビデンスに基づく学習」とも）
エビデンスに準拠した指導の実践や学校レベ
ルでのアプローチ52。 

反転授業 
生徒が自宅で（読み物や動画などから）知識を
習得し、授業の場で問題解決に取り組む授業
形態（ブレンド型学習の一種）53。

形成的評価
学習ニーズを特定して指導方法を適切に調整
するために、生徒の学習状況を頻繁に評価す
ること54。

ハイブリッド授業
対面型授業に出席している生徒と、リモートで
授業に参加している生徒の両者が存在する授
業形態55。 対面型授業に出席している生徒と、
リモートで授業に参加している生徒の両者が
存在する授業形態55。

ハイフレックス型学習 
ハイブリッド授業やブレンド型学習への参加方
式を生徒が選択できる学習形態56。

ICT

情報通信技術（Information and 
Communications Technology）の略。

OECD

経済協力開発機構（Organisation for 
Economic Co-operation and Development）の
略。加盟国は米国、メキシコ、日本、トルコ、ドイ
ツ、英国、フランス、イタリア、韓国、スペイン、ポ
ーランド、カナダ、オーストラリア、チリ、コスタリ
カ、コロンビア、オランダ、ベルギー、スウェーデ
ン、チェコ共和国、ギリシャ、ポルトガル、ハンガ
リー、イスラエル、オーストリア、スイス、デンマ
ーク、スロバキア、フィンランド、ノルウェー、ニュ
ージーランド、アイルランド、リトアニア、スロベ
ニア、ラトビア、エストニア、ルクセンブルグ、アイ
スランド。

習熟度に基づく学習（「完全習得学習」、「
コンピテンシーに基づく学習」とも） 
教育の課程で身に付けることが期待される知
識やスキルを習得したことを生徒自身が示す
ことに基準を置く、指導、評価、採点、学術報告
の体系57。 

総括的評価
求められる水準に生徒が達していることを
確かめるための、固定されたある時点（学
年末試験など）における生徒の習得内容の
評価58。

成績証明書（「学業成績証明書」とも）
生徒の成績の記録で、受講したコースのユニ
ットやモジュール、取得した単位や評価され
た成績を含めることもできる59。 

用語集
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Google の目標は、変容する世界で成功するために必要な知識と思
考力、スキルとツールセットを学習者が身に付けて、多様で公平な
共生社会の発展に積極的に寄与できるようサポートすることです。 

この目標を実現するため、Google は調査パートナーの Canvas8 と
共同で、新たに形成されつつある未来の教育エコシステムについて
理解を深めることを目的とした国際調査を実施しました。

調査手法
世界各国で実施した調査の内容は次のとおりです。

•  政策の専門家、教育分野の学術研究者、地域の代表者、学校の校
長や教師、教育テクノロジーのリーダーなど、教育における世界
的または各地域のソートリーダー 94 名を対象にした、詳細な有
識者インタビュー。  

•  過去 2 年分の査読済み出版物を対象にした学術論文のレビュー
と、政策研究や教師へのアンケートを含む、教育分野の机上調査
およびメディア記事の分析‡。

マクロな視点からの質問 

•  今後 5～10 年で、教育はどのように進化すると想定されるか。

•  教育や学校に関して見られる大きなトレンドが意味するものは
何か。

•  各市場で新たに見られる教育テクノロジーのトレンドとは何か。

調査プロセス
• 国際的な専門家委員会とのインタビューを実施し、教育の現況を 
      形作っている大きなトレンドを把握。

• このインタビューの文字起こしをコード化し、各地域の教育現場で 
      実施するインタビューでの議論の手引きとなる最初の仮説を設定。

•  各地の教育現場で実施したインタビューを現地の協力者がコード
化し、業界全体で共通してみられる主なテーマを特定。 

•  専門家やコンサルタントとのワークショップでテーマの表現方法と
構成を見直して調整。

•  最後に机上調査を実施し、読者向けに理論や背景を追加しながら
テーマを詳述。

インタビューは、2022 年 3 月から 7 月にかけて実施しました。

調査を実施した国は次のとおりです。
オーストリア、オーストラリア、ベルギー、ブラジル、カナダ、デンマーク、
フィンランド、フランス、ドイツ、インド、インドネシア、イタリア、アイルラ
ンド、日本、ルクセンブルク、メキシコ、オランダ、ニュージーランド、ノル
ウェー、スペイン、スウェーデン、スイス、英国、米国。見出されたトレン
ドが中等教育以後の教育にも影響を与えるとの認識から、主に初等
教育と中等教育（K-12）に着目しました。

調査パートナーとアドバイザー

Canvas8（www.canvas8.com）は、ロンドン、ロサンゼルス、ニューヨー
ク、シンガポールで戦略的なインサイトを提供している、受賞歴のある
調査会社です。人々の文化や行動の変化を理解することで、より良い組
織づくりを促進することに重点を置いています。

この調査では、世界的な非営利団体である American Institutes for 
Research（AIR、www.air.org）がアドバイザーとコンサルタントの役割を
担いました。1946 年に設立された AIR は、行動科学や社会科学の研
究と評価を行う、世界最大規模の組織です。AIR は、より公平で、より良
い世界の実現に貢献するものは何かを厳密な調査によって導き出し、
それに基づき取り組みを進めることを使命としています。

制限事項
このレポートは、教育の未来について決定的、あるいは包括的な見
解を示すものではありません。世界中から、また教育エコシステム全
体から収集した専門家の幅広い観点をまとめ、とりわけテクノロジー
の役割を考慮して、未来を形作る主要なトレンドのいくつかを描写す
ることを目指しています。このレポートに示されている見解や意見は
各専門家自身によるもので、必ずしもその専門家が所属する団体、機
関、組織の見解や立場を反映するものではありません。このレポート
の目的は、24 か国に関連する国際的知見の全体像を提示することで
す。国によって違いがあり、各地域の中でも大きな差異があることも
認識しています。Google は、全体像を提示することで、教育者が世界
で共通の課題やアイデア、機会を見いだせるようサポートすることを
目指しています。

‡Google はメディア インテリジェンス プラットフォームの NetBase 
Quid（www.netbasequid.com）を使用して、「future of education」

（教育の未来）という検索キーワードで、2016 年 12 月から 2021 年 
12 月までの 5 年間にわたる世界の英語メディアソースを検索しまし
た。この検索で見つかった重要なイベントやトピックが、今回のグロー
バルな分析に取り入れられています。

Google の調査方法

http://www.canvas8.com/
http://www.air.org/
https://netbasequid.com/
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関連レポート
本レポート「学びのエコシステムを再考する」は、「教育の未来」レポートのパート 3 です。
パート 1、パート 2 は以下からご覧いただけます。

パ ート  1 

新しい未来に備える
今日とはまったく様相の異なる未来が訪れようとし
ています。大きな変化に対応し、新しい未来に備えら
れるよう、必要となるスキルや考え方を生徒に身に
付けさせようと教育者が取り組んでいます。この調
査でインタビューした教育の専門家たちは、教育の
役割を見直している理由と、その方法について語っ
てくれました。

パ ート  2 

指導と学びの方法を進化させる
教育は皆の想像を超えたスピードで変化してきまし
た。Google が意見を伺った専門家は、テクノロジー
の進歩により、いかに指導や学びに対する考え方が
進化しているか、また最新の没入型テクノロジーが
いかに学びのデザインのアプローチの枠組みを変
え始めているかを語りました。

関連レポート

https://services.google.com/fh/files/misc/v3_15112022_foe_pdf1.pdf
https://services.google.com/fh/files/misc/v3_15112022_foe_pdf1.pdf
https://services.google.com/fh/files/misc/foe_part2.pdf
https://services.google.com/fh/files/misc/v3_15112022_foe_pdf1.pdf
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G O O G L E  F O R  E D U C AT I O N  に つ いて

教育環境を強化する
プロダクト
Google for Education の各種ツールは、連携して機
能することで教育現場と学習環境に変革をもたらし
ます。また、生徒と教育者のそれぞれが各自の能力
を発揮できるようサポートします。

Google Workspace for Education
Google Workspace for Education を使って、コラボレ
ーションの促進、指導の効率化、学習環境のセキュリ
ティ確保を実現しましょう。料金なしで各種ツールを
選んで利用できるほか、教育機関のニーズに合わせ
て高度な機能を追加することも可能です。

Google Classroom
Google Classroom は、指導と学習を一元管理でき
る、使いやすい安全なツールです。教育者は学習環境
を管理、評価し、充実させることができます。

Google Chromebook
授業でのつながりを深めるユーザー補助機能と、ユ
ーザー情報を安全に保つセキュリティ機能を内蔵し
た、シンプルでありながら高機能な各種デバイスをご
用意しています。

Google for Education について

https://edu.google.com/intl/ALL_us/workspace-for-education/classroom/
https://edu.google.com/intl/ALL_us/workspace-for-education/editions/overview/
https://edu.google.com/intl/ALL_us/workspace-for-education/classroom/
https://edu.google.com/intl/ALL_us/workspace-for-education/classroom/
https://edu.google.com/intl/ALL_us/chromebooks/overview/
https://edu.google.com/intl/ALL_us/chromebooks/overview/


詳細は edu.google.com をご覧ください。
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